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Ϩ．ࡵࡌࡣ

石川県県ኸ農林総合ົ所管ෆ（㔠ἑᕷ，ෆℿ

⏫，ὠᖭ⏫，かほくᕷ）における㏆ᖺのఆ᥇業

の㠃✚をみると，㔛山を中ᚰとしたኳ↛生ᗈⴥ樹

林の更新ఆ（ኳ↛林の㉁ⓗ・ᵓ㐀ⓗなᨵၿを┠

ⓗとして，❧木本数の 70 %以上をఆಽする業。

以ୗࠕ更新ఆࠖとゝう。）（林野庁 2023）が㐣༙

数を༨めており，管ෆにおける要な業のࡦと

つとなっている。 

更新ఆ実後の更新は，ⴌⱆや実生によるኳ↛

更新のみの場合と，植栽による更新⿵ຓస業を行

う場合がある（石川県農林総合研究センター林業

試験場����3㸹ᐩ山県農林水産総合技術センター森

林研究所 20�8）。また，石川県では、更新ఆ実

後に植栽を行う場合，植栽樹種はにコナࣛとク

のࢠࢾ 2 つの樹種が用いられている（石川県農林

水産部����0㸹小ら 20��）。しかし，管ෆにおい

て更新ఆ実後，5 ᖺ⛬ᗘが⤒㐣したẁ㝵での更

新状ἣの調査はなく，更新の実態はศかって

いない。  

そこで，今ᅇ，㐣ཤに更新ఆが行われた場所に

ついて，更新状ἣの調査を行い，ྛ更新手法につ

いて検証を行った。 

ϩ．調査ᆅࡢᴫ要ࡧࡼ࠾調査᪉ἲ 

1．調査ᆅ 

 更新ఆの実後，5 ᖺ以上（5～�2 ᖺ）が⤒㐣し

業ᒚṔが᫂らかな森林を対㇟とし，ኳ↛更新の

み，コナࣛ植栽，クࢠࢾ植栽の 3 つの更新手法に

ついて，それࡒれ 4 か所ずつィ �2 か所の調査地を

タᐃした。ྛ 調査地のᴫ要は表-� のとおりである。

2．調査᪉ἲ 

ྛ調査地において ��� m2の方形のᶆ‽地を � か

所タᐃし，ᶆ高，地形，ᅵተᆺを≉ᐃした後，関

ಀᩳ㠃の方とഴᩳᗘをィ した。ᶆ‽地ෆにお

いては，高木（樹高 ��� m 以上の高木性および小

高木性樹種）について，樹種ྡとその更新⏤᮶（植

栽，実生，ⴌⱆ）を≉ᐃし，⬚高┤径，樹高，ୗᒙ

植生の高さおよびࢧࢧの被ᗘをィ した。なお，

実生ࠖは前生⛶樹またはఆ᥇後に種Ꮚによってࠕ

発生したと考えられるものとし，ࠕⴌⱆ はࠖఆ᥇に

కうఆりᰴから発生したと考えられるものとした。

樹高のィ には 高⛩またはバーテࢵクスを，⬚

高┤径の ᐃにはࢪࢹタࣝノࢠスを用いた。 

結果の⤫ィゎᯒは，࢚クセࣝ⤫ィ（SSRI ���0）

で行った。

Ϫ．結果 

1．㧗ᮌᶞ✀ࡢ᭦᪂ᐦᗘ 

ྛ更新手法における高木樹種の平均ᐦᗘはᅗ-�

のとおりである。植栽木をྵめた更新ᐦᗘは，ᰴ

当たりでは，ኳ↛更新地で 2,800 本�KD（�����～

1 ኳ↛᭦᪂1 6.14 ኳ↛᭦᪂ - - H25 0 175 ᑿ᰿ BD SSE 20 2.0 80

2 ኳ↛᭦᪂2 2.65 ኳ↛᭦᪂ - - H25 1 160 ୰⭡ BD NW 10 2.0 100

3 ኳ↛᭦᪂3 2.08 ኳ↛᭦᪂ - - H24 2 160 ᑿ᰿ BC E 10 1.0 80

4 ኳ↛᭦᪂4 5.67 ኳ↛᭦᪂ - - H29 3 87 ᑿ᰿ BD(d)-BC SW 15 1.0 50

5 1ࣛࢼࢥ 2.93 ᳜᱂ ࣛࢼࢥ 1,500 R1 4 90 ᑿ᰿ BC W 10 1.0 50

6 2ࣛࢼࢥ 0.85 ᳜᱂ ࣛࢼࢥ 1,500 H29 3 70 ᑿ᰿ BC SE 20 1.0 20

7 3ࣛࢼࢥ 1.14 ᳜᱂ ࣛࢼࢥ 2,000 H27 5 400 ୰⭡ BD(d) W 10 1.4 90

8 4ࣛࢼࢥ 1.43 ᳜᱂ ࣛࢼࢥ 2,000 H27 5 295 ᑿ᰿ BD(d) SW 5 1.0 30

9 1ࢠࢾࢡ 1.52 ᳜᱂ ࢠࢾࢡ 2,000 H27 5 280 ᑿ᰿ BD(d) 㸫 0 1.0 10

10 2ࢠࢾࢡ 2.35 ᳜᱂ ࢠࢾࢡ 2,000 H28 5 85 ᑿ᰿ BD N 10 1.0 80

11 3ࢠࢾࢡ 5.90 ᳜᱂ ࢠࢾࢡ 2,000 H27 6 150 ୰⭡ BD(d) NNW 10 1.5 60

12 4ࢠࢾࢡ 2.67 ᳜᱂ ࢠࢾࢡ 2,000 H30 4 145 ୰⭡ BD NE 20 1.8 30

ͤ᭦᪂ᖺᗘࠊࡣኳ↛᭦᪂ࡣ᭦᪂ఆ᳜ࠊ᱂᳜ࡣ᱂

No ⟠ᡤྡ ᭦᪂᪉ἲ ᳜᱂ᶞ✀ ᭦᪂ᖺᗘ
ᶆ㧗

㸦m㸧

ᗘ⿕ࢧࢧ

㸦%㸧

ୗᒙ᳜⏕

ᖹᆒ㧗㸦m㸧

ഴᩳ

㸦°㸧
ᆅᙧ ᅵተᆺ

ᩳ㠃

᪉ྥ

ᴗ㠃✚

㸦ha㸧

᳜᱂ᮏᩘ

㸦ᮏ/ha㸧
ୗสᅇᩘ

表-1. ྛ調査ᆅࡢᴫ要
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5,500 本�Ka），コナࣛ植栽地で 6,425 本�Ka（����0

～����0 本�Ka），クࢠࢾ植栽地で �,000 本�Ka

（����0～��700 本�Ka），ᖿ当たりでは，ኳ↛更新

地で 6,700 本�Ka（����0～����0 本�Ka），コナࣛ

植栽地で ����5 本�Ka（�����～�����0 本�KD），ク

植栽地でࢠࢾ ����0 本�KD（�����～6���0 本�KD）

であった。 

植栽木を除くコナࣛとその高木樹種の合ィ

ᐦᗘは，更新手法㛫で有意な差がない（元配

⨨ศᩓศᯒ��p!�����）㠃，コナࣛよりもその�

の高木樹種のᐦᗘが有意に高くなるഴ向がみ

られた（元配⨨ศᩓศᯒ, p<0.05）。

植栽木を除くコナࣛの平均更新ᐦᗘは，ᰴ当た

りでは，ኳ↛更新地で 75 本�Ka（0～200 本�Ka），

コナࣛ植栽地で ����5本�Ka（��0～���00本�KD），

クࢠࢾ植栽地で 425 本�KD（�～����0 本�KD），ᖿ

当たりではኳ↛更新地で ��0 本�KD（�～����0 本

�Ka，コナࣛ植栽地で ���75 本�Ka（���～����0 本

�KD），クࢠࢾ植栽地で 525本�Ka（0～���00本�Ka）

であった。ᰴ当り及びᖿ当たりのいずれにおいて

も，更新手法㛫に有意な差は認められなかった

（.UXVNDO�:aOOLV�WHVW� p>0.05）。 

そのの高木樹種の平均更新ᐦᗘは，ᰴ当たり

では，ኳ↛更新地で 2,725 本�Ka（�,400～5,500

本�Ka），コナࣛ植栽地で ����0 本�Ka（����0～

6,400 本�Ka），クࢠࢾ植栽地で 775 本�KD（500～

����0 本�Ka），ᖿ当たりでは，ኳ↛更新地で ����0

本�Ka（���00～����0 本�Ka），コナࣛ植栽地で

6,250 本�Ka（����0～��600 本�Ka），クࢠࢾ植栽地

で ����5 本�Ka（700～����0 本�Ka）であった。こ

らについても，植栽木を除くコナࣛの平均更新ࡕ

ᐦᗘと同ᵝに、ᰴ当たりまたᖿ当たりのいずれに

おいても，更新手法㛫に有意な差は認められなかっ

た（.UXVNDO :DOOLV�WHVW� p>0.05）。 

2．ᐇ⏕ⴌⱆࡢ᭦᪂ᐦᗘ 

更新手法ูのྛ更新⏤᮶のᐦᗘはᅗ-2 のとお

りである。植栽木を除く高木樹種の実生およびⴌ

ⱆによるᰴおよびᖿのᐦᗘは，更新手法㛫で有意

な差はないが，ⴌⱆに比べ実生の方が有意に高く

なるഴ向がみられた（元配⨨ศᩓศᯒ, p<0.05, 

స用↓し）。さらに，実生でもⴌⱆでもコナࣛ

よりもそのの高木樹種のᐦᗘが有意に高くなる

ഴ向がみられた（元配⨨ศᩓศᯒ, p<0.05, 

స用↓し）。 

3．ᡂ㛗ẚ㍑ 
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ᅗ-1. ᭦᪂ᡭἲูࡢ᭦᪂⏤᮶ࡢࡈᰴᙜࡧࡼ࠾ࡾࡓᖿᙜࡢࡾࡓᮏᩘᐦᗘ 

ᅗ-2. ᭦᪂ᡭἲูࡢࡑࣛࢼࢥࡢ㧗ᮌᛶᶞ✀ࡢᰴᙜࡧࡼ࠾ࡾࡓᖿᙜࡢࡾࡓᮏᩘᐦᗘ 

 更新手法ูおよび更新⏤᮶ูでの⬚高┤径と樹
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高の関ಀはᅗ�3 のとおりである。ኳ↛更新地では，

樹高でのみ実生㸼ⴌⱆとなるഴ向がみられた

（.UXVNDl WDOOLV�WHVW� p<0.05）。樹高および⬚

高┤径の上を༨めたのは実生ではࣛ࢝スࢨンࢩ

ࣁ࢜キやア࣐࣋でⴌⱆではア࣡ࢩ࣓࢞࢝やア࢘ࣙ

であった。コナࣛ植栽地では，樹高で植栽木㸼ࢲ

ⴌⱆ㸼実生の㡰となり（.UXVNDl WDOOLV WHVW� 

p������ 6WHHO�'ZDVV の多重比㍑� p<0.05），⬚高

┤径で植栽木㸼実生㸻ⴌⱆの㡰となった（.UXVNDO 

:DOOLV WHVW� p������ 6WHHO�'ZDVV の多重比㍑� 

p<0.05）。クࢠࢾ植栽地では，樹高，⬚高┤径とも，

植栽木㸼実生㸻ⴌⱆの㡰となった（.UXVNDl 

:DOOLV WHVW� p������ 6WHHO�'ZDVV の多重比㍑� 

p<0.05）。 

4．᭦᪂ᶞ✀ࡢᵓᡂ 

更新方法ูのなኳ↛更新樹種のᐦᗘのᵓ成は

の上 14 種について♧している。コナࣛ，ア࣓࢝

など࢘ࣙࢩンࢨスࣛ࢝，クࣛࢨミズ࣡࢘，࣡ࢩ࢞

が上を༨めた。実生ではア࣡ࢩ࣓࢞࢝やࣛ࢝ス

のᐦᗘが高かったのに対し，ⴌⱆでは࢘ࣙࢩンࢨ

コナࣛ，アࢲࣁ࢜などのᐦᗘが高かった。また，

クࢠࢾは植栽木以外には確認されなかった。  

ኳ↛更新地のみの場合の樹種ᵓ成は，ア࣓࢞࢝

が࣡ࢩ が࢘ࣙࢩンࢨスࣛ࢝，% 31 19 %で，この㸰

種だけで༙数を༨めていた。一方，植栽した場所

ではコナࣛ・クࢠࢾが 23 %であったのに対しア࢝

は࣡ࢩ࣓࢞ 9 �でࣛ࢝スࢨン࢘ࣙࢩはྵまれてい

なかった。 

ϫ．⪃ᐹ 

今ᅇの調査の結果より，ኳ↛更新のみで更新さ

た場合でも、平均更新ᐦᗘでは，ኳ↛更新ࡏ

ᇶ‽��KD あたり ����0 本�（石川県 ����㸹బ藤 

2021)をᴫࡡ㐩成できる⛬ᗘの更新状ἣとなって

いた（ᅗ 1、2）。このため，樹種をၥわずに更新

さࡏるだけであれࡤ，植栽しなくてもၥ㢟ない場

合もあると考えられる。しかし，ナࣛ類によるし

いたけཎ木林を┠ᶆとした場合は、植栽木を除く

コナࣛのᐦᗘは 0～����0 本�KD と低く，とくにኳ

↛更新のみでは 0～200 本�KD とᐦᗘが低かった

（ᅗ�1）。よって，必ずしもኳ↛更新のみで༑ศと

ゝえるものではなく，ఆ᥇前の林ἣによっては植

栽を検ウすべきである。ただし，高木樹種のᐦᗘ

の低かった調査地は，植栽地に比べఆ᥇後のୗส

りᅇ数が少なく，中には 1 ᗘも実していなかっ

た場所もあり（表��），その影響で更新ᐦᗘが低かっ

たྍ能性も考えられる。 

更新⏤᮶ูのᐦᗘを比㍑すると，実生⏤᮶はⴌ

ⱆ⏤᮶に比べᐦᗘが高く（ᅗ�1）、植栽⏤᮶を除く

とコナࣛに比べの高木樹種のᐦᗘが高いഴ向が

みられる（ᅗ��）。ኳ↛更新のみの場合，ᇙᅵ種Ꮚ

⏤᮶のア࣡ࢩ࣓࢞࢝やࣛ࢝スࢨン࢘ࣙࢩ（小㇂ 

2007）がఆ᥇とඹに多数発生し，ඃ༨しての樹

種を被ᅽしやすく（表�2），また成長が᪩いことで

ୗสり時にも更新樹種としてṧされやすいために，

⣙༙数を༨めるほどにඃ༨しているのではないか

と考えられる。一方，植栽した場合には，≉にア

のように成長が᪩࢘ࣙࢩンࢨスࣛ࢝や࣡ࢩ࣓࢞࢝

く植栽木を被ᅽしそうなඛ㥑性の樹種は，多くが

ୗสり時にสりᡶわれるため，更新ᐦᗘが低くな
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ᅗ-3. ᭦᪂᪉ἲูࡢ⬚㧗┤ᚄᶞ㧗ࡢ㛵ಀ 

ኳ↛᭦᪂ࡢ◚⥺ෆࡣ，ᐇ⏕࣡ࢩ࣓࢞࢝ࡀ 6ᮏ，

࢘ࣙࢩࣥࢨࢫࣛ࢝ 2 ᮏ，ⴌⱆ࣐࢟࣋ࡀ 6 ᮏ，

ࢲࣁ࢜ 1 ᮏ，ࣛࢼࢥ 1 ᮏࡿࢀࡲྵࡀ

表�2 のとおりである。ここでは，యの平均ᰴ数 るものと考えられる。これにより，ኳ↛更新のみ
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の場合と植栽時では，植栽樹種以外のᵓ成樹種に

も大きな違いが出ている（表-2）と考えられ，ୗ

สりの影響の大きさを確認するような結果と

なった。 

植栽木の樹高と⬚高┤径は，実生木やⴌⱆ木よ

りも大きかった（ᅗ-3）ことから，�～6 ᖺのୗส

りは成林さࡏるのに༑ศにຠ果があったと考えら

れる。一方，ኳ↛更新地では場所によりコナࣛが

少なく，ア࣡ࢩ࣓࢞࢝やࣛ࢝スࢨン࢘ࣙࢩなどࣃ

などⴌⱆ力の᪲ࢲࣁ࢜キやア࣐࣋ア種やアࢽ࢜

┒な樹種がඃໃに成長していることから（ᅗ-3），

有用とᛮわれるᗈⴥ樹を❧てるためには，ఆ᥇

前の林ἣによっては植栽を検ウすべきであるとと

もに，植栽しない場合においてもୗสりᅇ数や方

法を考える必要がある。 

このことから，更新ఆの実後，コナࣛやクࢾ

といった樹種での更新をᅗりたい場合には，ⱝࢠ

㱋でコナࣛ・クࢠࢾがయの林ศであるなどの᮲

௳の良い場合を除き，植栽による更新⿵ຓస業が

確実であると考えられる。なお，調査地数の㊊

により，植栽ᐦᗘの違いや⎔ቃ᮲௳による更新ᐦ

ᗘの影響をホ౯することはできなかった。 

 

Ϭ．ᚋࡢㄢ㢟➼ 

今ᅇは，調査地数を 12 か所しかタᐃできず，⤫

ィฎ理を行うには多少ᚰもとなかった。今後も調

査地数をቑやし検ウを重ࡡる必要がある。 

 

ㅰ㎡ 

 この調査を行うに当たり、㔠ἑ森林組合の新田

報ᥦ౪をいただいた。また，⌧地調査では，県

ኸ農林総合ົ所の⦖大 ㍜，ᔱ野 力，中川 㑈，

⡿ⴌᏊ，小㇂┤樹、田ཱྀ ┿の 6 氏にご協力い

ただいた。この場を借りてᚚ♩申し上げる。 
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数ה 数ײ 数ה 数ײ 数ה 数ײ 数ה 数ײ 数ה 数ײ 数ה 数ײ 数ה 数ײ 数ה 数ײ 数ה 数ײ
コナϧ 25 25 50 325 375 475 50 50 850 875 275 1,000 417 458 125 458 542 917
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コナϧ植栽
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ध種ݳ計ʤຌ/haʥ๘լʤຌ/haʥ出

表-2. ᭦᪂᪉ἲูࡢኳ↛᭦᪂ᮌࡢ࡞ᶞ✀ᵓᡂ 

ὒ平，高野ᜤ一，ᯇ本ᣅஓの 3 氏には，調査地の

－10－




